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第２章からは各論です。 

内外からガッチリ守るポイントについ

てです。 

 

 

１．外からの見守り 

（１）地域を見守る民生委員へのお願

い 

民生委員の強みである鋭い観察眼

と対話力で消費者トラブル防止の手助

けをお願いする内容です。 

 

民生委員には、民生委員にしかでき

ないことがあります。それが、活動と連

携です。 

障害がある人やその家族を地域包

括支援センターや警察、消費生活セン

ター、ヘルパー、ケアマネジャー、社会福

祉士等と連携しながら、住民相談から

の生活に関する内容への対応と助言を

行います。 



 

民生委員による「見守り」には、その

範囲と段階があります。 

１．民生委員の存在を知ってもらう 

２．消費生活上のトラブルについて情報

提供や相談先を紹介する 

３．積極的な挨拶等で、コミュニケーショ

ンを図る 

４．自宅周辺等の異変がないか、変わっ

たことがないか等、声かけをする 

５．気軽に話してもらえるように、話やす

い雰囲気づくりや困り事はないかを訪

ねる 

 

実例① 

民生委員が消費者被害から守った

実例を紹介します。 

 

消費者被害を防ぐ見守りポイント 

１．目と耳による確認で、ちょっとしたこ

とに「気づく」 

２．もしかしたらトラブルに巻き込まれて

いないだろうかという「疑い」 

３．直接聞くことで消費者被害防止に

一歩近づけるかもしれないという「声か

け」 



 

１．訪問販売の事例 

家の修理をすることになった、要支援

を受けている太郎さんの場合です。 

 

気づき 

民生委員は、普段見かけない白のワ

ンボックスカーが停まっていることに気

づきました。 

 

疑い（もしかしてトラブル？） 

業者のような車両、車内には工具な

どの道具が入っている。何か、工事が必

要なことでもあったのか。 

民生委員は、最近多い詐欺ではない

だろうか？という疑いを持ちます。 



 

声かけ 

民生委員は、太郎さんが困っていな

いかを確認するために、肯定的な表現

で声をかけてみることにしました。 

 

工事の訪問販売の場合の気づき・

疑い・声かけは、他にもあります。これら

を参考にしてみてください。 

 

さらに具体的な表現を紹介します。 

目と耳で確認する被害に気づくため

のポイントです。 

住民宅の周辺の出来事で普段と違

う様子が見られたり、住民との会話で

不審に思うような内容があるかもしれま

せん。 



 

消費者トラブルに遭っているかもしれ

ない！もしかしてトラブル？と疑ってみる

ポイントです。 

一見異変のない工事や人の出入り、

会話でも、大丈夫かな？何か困ったこと

になっていないかな？と疑ってみます。 

 

ちょっとした声かけが未然防止につ

ながります。 

住民が話しやすくなるように、また、話

すきっかけになるように、さりげなく「変

わりはないですか」など聞いてみてくだ

さい。 

困ったことがある場合は、解決に向け

た声かけも大切です。「話を聞いてもい

いですか」「一緒に調べましょう」など

寄り添った声かけをします。 

 


